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Abstract

Due to the spread of COVID�１９ started at the end of ２０１９, many universities have decided to implement 

remote teaching in the new semester of the ２０２０ academic year in Japan.　Our university has also agreed 

to adopt remote teaching, and one of our first-year education classes, Introduction to Hospitality, was offered 

online.

We conducted another survey to explore the future of remote classes, which will significantly impact 

the future of university education.　The results revealed the following:

１）There was a difference in the students’ IT environment.

２）The students’ devices to attend remote class were divided into personal computers, tablets, and 

smartphones.

３）Opinions on the use of remote classes were positive, but there were also requests for improvement.

４）The results of the comparison between students using smartphones only and those using computers 

and tablets showed differences in the clarity of the screen, the progress of the class, and the 

understanding of the class.　The score was significantly lower than those of the smartphone-only 

use.

原　著　論　文 



１．は じ め に

　２０１９年末に発症が確認された新型コロナ感染症

（COVID�１９（Coronavirus Disease ２０１９））は、年

明けとともに全世界に広がり、市民生活に多くの影

響を及ぼした。感染拡大によって、４月に新学期を

迎える学校教育においては、卒業や入学という節目

の行事の実施が不可能になり、さらに、その後の感

染状況によって、新学期の授業実施が大きな影響を

受けるというかつてない経験をすることになった。

　特に深刻であったのは、国内国外からの学生が集

う大学であった。留学生への対応や日本各地からの

学生に対して、入学前の住居等の支援や授業開始に

あたっての指導が十分にできないまま新学期の開始

を迎えることになった。本学においても、学生は大

学との連絡が十分に行えないまま一方的に大学の指

示が来るという状況に置かれ、本人はもちろんのこ

と保護者からの問い合わせも少なくなかった。特に、
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 年生にとっては自分が入学した大学のイメージす

ら持てない中で新学期が始まった。

　当時の大学の行動を後押ししたのは、２０２０年４月

６日の文科省の通知であった１）。大学の教育を規定

する学校教育法及び大学設置基準は、面接での教育

（対面教育）を原則として作られているため、その

根拠にはなりにくいが、あえてその根拠を求めれば、

学校教育法第８４条での通信での教育、そして、大学

設置基準第２５条においての多様なメディアを高度に

利用した教育方法の是認がある。さらに、情報通信

技術の発展を踏まえた文部科学省の通達（２００１年文

部科学省告示第５１号）では、遠隔教育の定義を変更

するとともに、従来の「双方向」の条件を緩和して、

「同様な効果を持つ方法」も認めている。これらを背

景にして、学生の IT 環境や彼らの技量等を十分に

把握するという条件を付けて、遠隔教育の実施を認

める通知が出されたのである。この措置が COVID� 

１９ への対応のみとすれば、そのワクチンが作られて

感染症が克服されると予想される２～３年後には、

大学教育は昨年までの状況に戻ることになる。

　しかし、急速に進化する社会状況と大学への期待

を考えると、その可能性は低いと言わざるを得ない。

教育の方法についてのみの改革に関しては、デジタ
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５）Some students mentioned the advantages of remote classes, whereas others were concerned about 

acquiring friends and mutual enlightenment.

Based on these result, we discussed the notion of ideal remote classes and what might represent the ideal 

university education in the future.
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First year experience program, Prevention COVID�１９ from spread, On-Line education

要　旨

２０１９年末に端を発した新型コロナ感染症（COVID�１９）の拡大によって、多くの大学は２０２０年度の新学期から

遠隔教育の実施に踏み切った。本学においても遠隔教育の採用が決定され、ホスピタリティ概論も IT 機器を活

用したオンラインでの実施となった。この中で大学教育の将来像に大きな影響を与えると考えられるオンライン

授業の在り方を探る基礎調査を実施した。その結果、次のことが明らかになった。１
　

 ）受講生の IT 環境の整備

には、差がみられること、２
　

 ）受講生の使用する機器は、パソコン、タブレット、スマートフォンに分かれるこ

と、３
　

 ）オンライン授業に関しては、肯定する意見がある一方、改善を要望する意見も見られること、４
　

 ）スマー

トフォンのみでの受講者とパソコンおよびタブレットでの受講者を比較分析した結果、画面の明瞭度や授業の進

行、及び授業の理解などにおいて両者に差がみられ、スマートフォンのみでの受講者の方が有意に低い結果であっ

たこと、５
　

 ）遠隔授業に関する要望等の中には、遠隔教育の利点を述べている受講生の他に、授業以外の大学が

持つ機能、つまり、友人獲得や相互啓発に関する不安も多くみられたこと。

この結果等を踏まえ、オンライン授業のあり方、及び、将来社会における大学教育のあり方に関する提案を行っ

た。

キーワード

新型コロナ感染の防止、初年次教育、オンライン授業
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ル技術の有用性が社会で認められ始めた２０数年前の

状況とよく似ている。デジタル技術を使って授業の

改革を進めようという機運が全国的に広がり、多く

の研究者がその研究に従事した。筆者（橋本）もそ

の一人であった。確かにデジタル技術を用いた効果

的な方法が提案され、実践も行われた２）。しかし、

教材作成に多くの時間がかかることや、教材の提示

にあたっては補助員の手を借りざるを得ないこと、

さらには、機器の関係から特定の教室での実施を余

儀なくされること等の壁を超えることができず、そ

の成果は十分に根付くことができなかった。ただ、

その動きの結果として、大学の中に現在の情報セン

ターや教育実践センター等の前身ともなった教育実

践に関するセンターを開設した大学も少なくなかっ

た。

　現在の状況は、その時代と大きく異なっている。

近年の IT 技術は当時の域をはるかに超え、インフ

ラの整備も進み、利用できる機器も小さく持ち運べ

るものになった。さらに、学生たちも IT に幼い頃

から馴染み、IT を使った授業への期待感も持ってい

る。加えて、実践的な能力を備えた卒業生を期待す

る社会は、大学での講義等での学びよりはインター

ンシップ等の社会での学びを多く経験することを大

学に要求している。これは、実務家教員の配置要求

やセメスター制からクオーター制への移行要求となっ

て現れている。これらの社会的要求に応えるために

は、現在の教育を基本から変える必要が生じてきて

いるのも事実である。社会からの要求実現や将来社

会での大学での教育等を総合的に勘案すれば、対面

式中心の大学教育を大きく改革する時期にきている

と判断せざるを得ない。今回のコロナ禍の状況は想

定外ではあるが、未来の大学教育の在り方を考える

契機となっている。

２．授業の実施と調査方法

　調査の対象としたのは１年生の全員が受講するホ

スピタリティ概論である。この講義については、開

設時から受講状況や学生の変容について研究し、報

告を行ってきた３～５）。今回は、昨年度までと異なり、

遠隔での実施となったために、授業内容や方法を大

きく変えざるを得ず、それに従ってシラバスも変更

した（資料１）。具体的には、従来の授業では、学生が大

学を知る、或いは、彼、彼女らが多様な同級生の存

在を短時間で認識し、授業に積極的に参加できるよ

うに、学科を超えたグループを編成し、その場での

討議やグループごとの提案活動を多用してきた。し

かし、オンラインの授業ではこの方法を踏襲するこ

とは非常に難しい。また、オンライン授業であった

としてもアクティブラーニングは必須の命題でもあ

る。そこで、担当教員で検討を加えた結果、次のよ

うな形で授業を行うことで合意した。

①　学科を超えたグループ編成は行わず、各学科の

授業担当教員が、その学科の学生を担当する

（各教員当たり３０～４０人の受講生）。

②　LMS の manaba を用いて、授業内容を予告し

て授業への参加を促すとともに授業後に課題を

課すことによって授業内容の定着を図る。

③　担当教員は、manaba を通して提出された課題

を評価するとともに、提出された課題に対して

コメントを添え、受講生の意欲喚起を促す。

④　質問コーナーを設け、受信不能などの緊急事態

に備える。このため、担当教員は、予め組まれ

た授業時間には研究室で待機する。

⑤　受信状況等を考え、オンデマンド型（録画配信）

のオンライン授業とし、閲覧期間を設ける。

　調査に関しても、従来は紙媒体での調査であった

が、manaba を活用したオンラインの調査方法に切

り替えた。昨年度まではホスピタリティ概論の中で

３回（開始時、全学科生が共通な内容を受講する期

間を終える中間時、授業終了時）の調査を行ってき

たが、今回は、遠隔教育に関する２回（開始時、１
　

 

か月後）の調査を加え、調査は５回となった。これ

らのうち、従来からの開始時の調査結果、及び、中

間時の調査結果については、別稿に譲り（本紀要の

教育基盤センター初年次教育部門報告参照）、本報

告では、従来の調査に関しては概要にとどめ、遠隔

教育に関する２回の調査を中心に述べる。

１）従来からの調査とその方法

　開始時の調査と中間時の調査の内容について

は、前掲の報告３～５）と大きくは変更していない

が、クリッカーや紙媒体の使用から manaba を



活用しての調査に変更した。また、遠隔教育実

施に添って授業内容に変更を加えたため、若干

の調査項目の変更が生じた。

２）遠隔教育に関する調査

　この調査は、受講環境や受講状況、そして、

オンライン授業に対する意見や要望などを調査

項目にして、授業開始時と１か月後に実施され

た。調査時期に間隔をあけたのは、その間の変

化を踏まえた回答を期待したからである。それ

ぞれの調査用紙については、巻末に掲げてい

る（資料２～３）。

３．調 査 結 果

１）従来から継続している調査

〇第１回目の授業で行う調査

　この調査は、新入生の出身地、オープンキャ

ンパスへの参加、本学進学の決定時期、及び、

本学進学の順位などを聞き、学科別に分析して

その後の授業展開を考える資料にするためのも

のであるが、各項目ともに従前の結果と大きな

変化は見られなかった。これは、コロナの影響

が出る前に多くの新入生が進学先を決めていた

ことを示している。その結果、例年同様の傾向

を示す高校生が入学してきたことが明らかになっ

た。

〇中間時（第１１回目の授業）での調査

　遠隔教育になった今年度は、全学科生が共通

で受ける授業が終了するのが１１回目となり、そ

の時間にそれまでの授業に関する受講生の受け

止め方や意見などを聞くことになった。今回は

オンライン授業であったことやオンラインで可

能な内容に変更したこともあり、従来の結果と

単純に比較はできないが、授業内容の受け止め

に関しては、例年同様に肯定的な回答が多くみ

られた。つまり、遠隔であっても本授業の目標

は達成されたと判断することができるが、詳細

な分析が必要となる。ただ、自由記述の部分に

関しては、遠隔授業への言及もあり、例年同様

とはいかなかった。 

２）遠隔授業に関する調査

　この調査は、本来ならば学期が始まる前、少

なくとも遠隔授業での実施を決める前に行うべ

きものであるが、その時間的余裕がなかったた

め、第１回目の授業時（４月２９日）に実施した。

そして、オンライン授業の進行に添った IT 環

境の変化や受講生の受け止め方の変化を明らか

にするために、授業開始から１か月後の４回目

の授業時（５月２７日）にも実施した。調査対象

者の内訳は次の通りである。

　全受講者数：４８９人

　回答者数　：４５２人（第１回目調査）

　　　　　　　４５１人（第２回目調査）

　回収率　　：９２.３％

　各調査項目に関する１回目授業時と４回目授

業時の回答結果は次の通りである。なお、２
　

 回

の調査に参加した者のデータのみを対象とした。

　また、各調査項目においては欠損値を除外し

ているためデータ総数が異なる。①使用機器お

よび⑱は複数回答を可とした。（各表の数字は

人数である。）
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①　使用している IT 機器

表１　使用機器

７６５４３２１

０８２６３４２７４６４３５１１回目

０９１２２８３１３５４２７２２回目

注：１：スマートフォン、２：タブレット、３：ノートパソ

コン（カメラ有り）、４：ノートパソコン（カメラ無

し）、５：デスクトップパソコン（カメラ有り）、６：

デスクトップパソコン（カメラ無し）、７：使用する

機器はない

②　授業に参加する場の通信環境

表２　通信環境

５４３２１

０３２６２１４５２８１回目

０２６３１６１０５３７２回目

注：１：スマートフォンを使用（通信制限なし）、２：ス

マートフォンを使用（通信制限有り）、３：有線 LAN 

を使用、４：無線 LAN（Wifi）を使用、５：通信機

器はない
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③　使用している IT の周辺機器

表３　周辺機器

４３２１

３２６２１４５２８１回目

２６３１６１０５３７２回目

注：１：パソコン用マイクがある、２：パソコン用カメラ

がある、３：プリンターがある、４：周辺機器はない

④　授業を受講している場所

表４　受講場所

　 ３　 ２　 １

６３４１３１回目

９４４１０２回目

注：１：自宅、２：友達の家、３：Wifi のある場所或いは

店舗等

⑤　アクセスの円滑度「授業に円滑にアクセスできている」

表５　アクセスの円滑度

５４３２１

１２４２１８５８１９１１回目

１４３１８２４８３７１３２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う

⑥　受講の問題度「問題なく受講できている」

表６　受講の問題度

５４３２１

１２５２１０６４２２１１回目

１５４１７８４９３５６２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う

⑦　画面の明瞭度「画面は明瞭である」

表７　画面の明瞭度

５４３２１

１５１２０７４９１２２１回目

１３５１９５６１２３４２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う

⑧　音声の明瞭度「音声は明瞭である」

表８　音声の明瞭度

５４３２１

１１１１８９８９３１０１回目

８０２２１８１３９１２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う

⑨　提示資料の明瞭度「提示された資料は明瞭である」

表９　提示資料の明瞭度

５４３２１

１４０２２７３８１５１１回目

１３６１９８６３２０３２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う

⑩　授業の進行度「授業の進行は適切である」

表１０　授業の進行度

５４３２１

１６３２０３４８８０１回目

１３２２０５６２１６４２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う

⑪　授業の理解度「授業はよく理解できている」

表１１　授業の理解度

５４３２１

９３２４６６２２００１回目

５４２４２８８３４２２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う

⑫　遠隔授業の受け取り度「授業は楽しい」

表１２　遠隔授業の受け取り度

５４３２１

５２１６８１２９５７１６１回目

７１１３５１２４６２３０２回目

注：１：全くそう思わない、２：あまりそう思わない、３：

どちらとも言えない、４：ややそう思う、５：非常に

そう思う



　このように、受講生が使用する機器は、スマー

トフォン、タブレット、そして、パソコン（含

むノート型、デスクトップ型）に分かれている。

さらに、通信環境は無線ランを使用している場

合が多いが、約１０～２５％の受講生は通信制限の

ある環境での受講となっている。そして、自宅

での受講が殆どを占めている。一方、スムーズ

なアクセスや受講、画面や音声及び資料の明瞭

さ等については、「非常にそう思う」や「やや

そう思う」との積極的な肯定は、約７０～８０％に

達するものの、残りの受講生は「どちらともい

えない」や否定的な回答となっている。そして、

授業の理解度の肯定的な回答も、７０～８０％であ

る。つまり、７０～８０％の受講生は満足している

が、２０～３０％の受講生は何らかの不満等を持っ

ての受講となっている。

３）スマートフォンによる受講者とパソコン（タ

ブレットを含む）による受講者の回答状況

　遠隔教育の実施にあたっては、受信機器の整

備が一つの前提条件となる。そこで、１
　

 回目の

調査と２回目の調査での受信機器の違いによる

各項目についての回答状況を分析した。授業で

の資料の提示等を考え、スマートフォンとパソ

コン（含むタブレット）の使用者に分けて分析

を行った。回答の分析にあたっては、各問いか

けに対しての回答を、次の様に点数化した。

非常にそう思う：５、ややそう思う：４、

どちらとも言えない：３、あまりそう思わな

い：２、全くそう思わない：１

①　受信機器の変化

　表１４に示すように、１
　

 回目と２回目の調査に

おいてスマートフォンのみを利用していた受講

生は４０人で、２
　

 回目はスマートフォンからタブ

レットやパソコンに変更した受講生は３１人であ

り、１
　

 回目と２回目の調査ともにパソコンやタ

ブレットを利用していた受講生は３３８人であっ

た。

　以下、１
　

 回目と２回目の調査で受信機器がス

マートフォンであった受講生４０人と１回目と２

回目の調査ともにパソコンやタブレットを利用

していた受講生３３８人の各項目の結果について、

２
　

 要因の分散分析を行った。なお、各調査項目

においては欠損値があった者のデータは除外し

ているため総数が異なる。

②　「スムーズにアクセスできている」

　検定の結果、スマートフォンのみの受講者の

回答の平均評点がパソコンの受講者よりも有意

に低く（F（１,３７３）＝１７.４, p＝０.０００）、１
　

 回目よ

りも２回目の平均評定値が低いことが明らかに

なった（F（１,３７３）＝７.２, p＝.００８）。また、１
　

 回

目、２
　

 回目共に、スマートフォンのみの方がス

マートフォン以外に比べて平均評定値が低く、

スマートフォンのみでは２回目の評定値が１回

目に比べて低いことが明らかになった（p＜.０５）。
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⑬　受講にあたっての不安等（複数回答可）

表１３　受講にあたっての不安等

１１１０９８７６５４３２１

８０８７１２１１２７２１１２０２９９１２０１０６３４０１回目

１２０１３４５３１０１１６９２２５７６１０６６４４００２回目

注：１：パソコンスキルに対する不安、２：通信料金への不安、

３：アクセスへの不安、４：能力獲得への不安、５：授業継

続への不安、６：試験への備えに対する不安、７：友達がで

きないことへの不安、８：先生とのコミュニケーション不足

への不安、９：外出できない不安、１０：自由に時間が使える

快適さ、１１：大学へ行かないですむ快適さ

表１４　１回目と２回目の受信機器

２回目

スマホ以外スマホ

 ３１４０スマホ　　
１回目

３３８１４スマホ以外

表１５　スムーズなアクセス

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（１.１）３.３（０.９）３.８
スマホ　　

（N＝３９）

（１.０）４.１（０.８）４.１
スマホ以外

（N＝３３６）

注：スマホ＝スマートフォンのみの略（以下同様）
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③　「問題なく受講できている」

　検定の結果、スマートフォンのみの受講者の

回答の平均評点がパソコンの受講者よりも有意

に低いことが明らかになった（F（１,３７４）＝１６.８, 

p＝０.０００）。

④　「画面は明瞭である」

　検定の結果、スマートフォンのみの受講者の

回答の平均評点がパソコンの受講者よりも有意

に低く（F（１,３７０）＝１７.４, p＝０.０００）、１
　

 回目よ

りも２回目の平均評定値が低いことが明らかに

なった（F（１,３７０）＝１３.２, p＝.０００）。また、１
　

 回

目、２
　

 回目共に、スマートフォンのみの方がス

マートフォン以外に比べて平均評定値が低く、

スマートフォンのみでは２回目の評定値が１回

目に比べて低いことが明らかになった（p＜.０５）。

⑤　「音声はよく聞き取れる」

　検定の結果、スマートフォンのみの受講者の

回答の平均評点がパソコンの受講者よりも有意

に低く（F（１,３７３）＝１３.６, p＝０.０００）、１
　

 回目よ

りも２回目の平均評定値が低いことが明らかに

なった（F（１,３７３）＝７.６, p＝.００６）。

 

⑥　「提示された資料はよく分かる」

　検定の結果、スマートフォンのみの受講者の

回答の平均評点がパソコンの受講者よりも有意

に低いことが明らかになった（F（１,３７２）＝２６.２, 

p＝０.０００）。

⑦　「授業の進行は適切である」

　検定の結果、スマートフォンのみの受講者の

回答の平均評点がパソコンの受講者よりも有意

に低く（F（１,３７２）＝８.１, p＝０.００５）、１
　

 回目より

も２回目の平均評定値が低いことが明らかになっ

た（F（１,３７２）＝９.４, p＝.００２）。

⑧　「授業はよく理解できている」

　検定の結果、スマートフォンのみの受講者の

回答の平均評点がパソコンの受講者よりも有意

に低く（F（１,３７２）＝１５.９, p＝０.０００）、１
　

 回目よ

りも２回目の平均評定値が低いことが明らかに

なった（F（１,３７２）＝８.４, p＝.００４）。

表１６　問題のない受講

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（１.０）３.５（１.０）３.７
スマホ　　

（N＝４０）

（０.９）４.１（０.８）４.１
スマホ以外

（N＝３３６）

表１７　画面の明瞭性

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（０.９）３.５（０.９）３.９
スマホ　　

（N＝４０）

（０.９）４.１（０.８）４.２
スマホ以外

（N＝３３２）

表１８　音声の明瞭性

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（０.８）３.３（０.９）３.６
スマホ　　

（N＝３９）

（０.８）３.９（０.９）３.９
スマホ以外

（N＝３３６）

表１９　資料の明瞭性

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（１.０）３.７（０.９）３.６
スマホ　　

（N＝４０）

（０.８）４.１（０.７）４.２
スマホ以外

（N＝３３４）

表２０　授業の進行の適切性

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（０.９）３.７（０.８）４.１
スマホ　　

（N＝４０）

（０.８）４.１（０.７）４.３
スマホ以外

（N＝３３４）



⑨　「遠隔授業は楽しい」

　検定の結果、受信機器や回数による有意な違

いは見られなかった（p＞.０５）。

　このように、授業の成果にかかわると思われる９

つの項目のうち８つの項目において、スマートフォ

ンの受講者の平均評点が、パソコンの受講者の平均

評点よりも有意に低いことが明らかになった。

４．考　　　察

１）遠隔教育のあり方

　新型コロナウイルスの感染防止という合言葉の下

で実施された遠隔教育の実施は、やむを得ないこと

とは言え、多くの教員に大きなショックを与えた。

それは、殆どの大学では対面式授業を採用しており、

教員にとって遠隔教育の経験は皆無に等しいからで

ある。このために、遠隔教育実施に向けた調査を行

い、その結果をもとに遠隔教育実施のガイドライン

等を作成した大学、情報に関するセンター等が遠隔

教育の実施方法やその注意点等を発信した大学、さ

らに、遠隔教育についての FD を開催した大学など、

様々な対応策がみられた。本大学においては、FD 

によって遠隔教育の実施方法の周知徹底を図った。

また、教育基盤センターによって遠隔教育実施に向

けた留意点等を記載した冊子が作成された６）。ただ、

各大学の対応には短期決戦的な側面が拭えず、長期

的な展望を示すことには至らなかった。

　このような状況の下で「ホスピタリティ概論」は、

LMS の manaba を活用したオンデマンド型で実践

された。結果の項でふれたように、従来から行って

きた調査については、その回答に大きな変化は見ら

れなかった。この点では、昨年と同様な授業の効果

があったと考えることもできるが、実施方法が異な

り、調査方法が異なる二つの調査を、単純に比べる

ことは控えたい。

　遠隔教育についての調査においては、パソコン、

タブレット、そして、スマートフォンという３種の

機器で受講がなされているものの、スマートフォン

での受講は少数である。受講場所は自宅が殆どを占

め、このために受信環境が十分でない学生もいるこ

とが明らかになった。「授業へのアクセスが円滑で

ある」や「画面が明瞭である」や「音声がよく聞き

取れる」などの質問項目に関しては、約８０％の受講

生が、「非常にそう思う」や「そう思う」と答えて

いる。しかし、残りの受講生は、「どちらとも言え

ない」、「そう思わない」や「全くそう思わない」と

答えている。この差は、受信機器の違いによるもの

ではないかと考え、スマートフォンのみでの受講生

とスマートフォン以外の受講生（デスクトップ及び

ラップトップ型パソコン及びタブレット使用の受講

生）との比較を行った。

　その結果、スムーズなアクセス、問題ない受講、

画面の明瞭性、音声の明瞭性等の項目に加えて、授

業の理解度を問う項目において、スマートフォンで

の受講者の平均評点がスマートフォン以外の受講者

回答よりも低い値になっている。これは受講環境に

よって受講状況に差が出ていることを示すものであ

る。これは、遠隔教育実施の前提条件として一般に

言われている「受信環境を同一水準にする」が整っ

ていないことになる。これは家庭の経済格差の結果

とも考えられる。幼少時代から教育格差は始まって

いるとの指摘があるが、その格差が大学で縮小され

ることはあっても、維持、拡大することは絶対に避

けなければならない７～８）。この状況を放置したまま

で、仮に期末試験等が行われるとすれば、スマート

フォンでの受講者はハンディを背負うことになる。

この状況は早急に改善されなければならない。
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表２１　授業の理解度

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（１.０）３.４（０.９）３.６
スマホ　　

（N＝４０）

（０.８）３.８（０.７）４.０
スマホ以外

（N＝３３４）

表２２　授業の楽しさ

２回目１回目

（SD）平均値（SD）平均値

（１.３）３.１（１.１）３.３
スマホ　　

（N＝４０）

（１.１）３.４（１.０）３.５
スマホ以外

（N＝３３６）
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　さらに、遠隔授業を実施し、その在り方を検討す

る中で、早急に解決すべき次の①～③の課題が明ら

かになった。

①　教員の負担に関すること

　遠隔教育になれば、教員にとって負担が少なくな

るとの意見も聞かれるが、全くそのようなことはな

い。それは、対面式とは異なり、受講者は常に孤独

な環境に置かれる。従って、受講者の意欲を高める

ためには、教員が常に励ましや賞賛の、また、時に

は厳しい言葉をかけていかなければならない。この

きっかけとしてレポートを課し、その回答に対する

コメントを考えることになる。この作業が予想以上

に大きな負担となる。それは、受講生はレポートを

提出した時から、教員からのコメントを気にするも

のである。このためには、レポートへの早い反応が

必要となる。これによって対面授業のような円滑な

人間関係をいち早く作らなければならない。一方、

受講生のレポートの提出時間は予想できないため、

課題の受付時間から、教員はモニターから離れられ

なくなる。これは、心理的にも大きなプレッシャー

となる。また、レポートの状況を踏まえての授業の

準備や教材の準備を行うとなると、時間的にも追わ

れるだけでなく教材作成等の負担が大きくなる。こ

の状況は、大学教育学会が行った調査でも示され、

半数の教員は研究時間が減少したと答えている９）。

　教員の授業担当時間に関しては一定の基準はない

が、経験上、週６コマが一つの基準になっているよ

うな気がする。この他に、特殊事情での授業の負担

や委員会等の校務の負担もある。そして、近年は研

究における外部資金の獲得も強調されている。この

状況下で、遠隔教育で増える業務を円滑に果してい

くことは非常に難しい。遠隔教育の充実を図るため

には、教員の負担軽減の視点が重要となる。

②　受講環境の整備に関すること

　受講生の視点に立てば、入学した以上、大学の授

業に関しては同じような環境で受講したいとの願い

は当然のことである。これは対面教育の際にも考慮

されるが、特に、遠隔教育の場合は、前提条件とな

る。本年度はコロナ感染予防という緊急事態もあっ

て、この条件を充たすことはできなかった。その結

果が、如何に深刻かということは、上述した調査で

示されたものと思う。この環境の差は、家庭の経済

の差とも考えられる。このような経済格差を教育の

中に持ち込まないというのが、学校教育の基本であ

る。感染拡大という緊急時であったとしても、受講

環境の整備が難しい学生のために、受講環境を整備

した教室等を用意したり、IT 機器の貸し出しなどが

大学に求められる。

③　新入生への配慮に関すること

　新入生は高等学校までの家庭環境や学習環境を離

れ、大学での学びに期待して進学してきたのである。

前報でも述べたように、対面授業時であっても所属

学科によって差はあるが、１０％～５０％の学生が心的

及び身体的な不安を感じつつ学修に取り組んでいる。

入学当初からの遠隔教育では、この改善に注力しな

ければならない。このためには、新入生に対して、

早期から個の把握と教員との相互理解に費やす時間

を多くしなければならない。それを念頭に、本授業

においては課題の提出が少ない学生たちに、励まし

や近況伺いのメールを送った。しかし、その状況に

回復の兆候が見られない学生も少なくなかった。こ

の状況に陥る前に、新入生に対して対面でのコミュ

ニケーションの場を設定する必要がある。その場を

通して、「大学は君たちを、決して忘れてはいない」

とのメッセージを送り続けることはもちろんである

が、大学外からも悩みを打ち明けられる IT を利用

した相談体制を作る必要がある。感染拡大時であっ

たとしても、何らかの工夫を行い、学生たちの想い

が届き、大学からのメッセージが出せる場を設定す

る必要性を忘れてはならない。

２）将来の大学教育

　ここ数年、文部科学省は大学の種別化を行うとと

もに、各大学に教育の質向上を強く求めてきた。こ

の背景には、社会のグローバル化及び IT 化が急速

に進むという認識と、少子化の中で高等教育を充実

しなければ、先進国としての地位が保てないという

危機感がある。それは、小学校教育段階からの英語

教育の充実や、プログラミング教育の組み入れと



なって現れ、さらに、高等学校の無償化に続く大学

の無償化とつながっている。この流れは、将来に向

けた大学教育のより一層の改革を迫るものでもある。

　将来、大学における IT を活用した授業数の拡大

が加速されると考えられる。その背景には、IT が様々

な機能を持ち始めたことにもよるが、社会が高度な

能力を持った即戦力を要求するようになり、世界的

研究拠点大学を除く大学に対して、獲得した知識を

確実に使いこなせる人材の育成を求めていることが

ある。この要請に応じるためには、大学は様々な実

習機会の提供と長い体験学修期間の設定を行わなけ

ればならない。これは、大学に従来のカリキュラム

の基本的な変更を求めることになる。

　高名な師のもとに、学びたい人たちが集まること

によって、大学は創設された。その後、社会の要求

に従って、大学は学びを提供する分野を広げてきた

が、人材育成は大学で行うとの信念は貫かれてきた。

しかし、この伝統的な大学での教育観に揺らぎが生

じている。

　つまり、大学外での学びをどのように保証するか

ということが問われているのである。これは、カリ

キュラムの基本的な考え方や、教員の果たすべき役

割などという基本的な命題の検討を大学に求めてい

る。そして、その対応の向こうに、将来社会におけ

る大学の在り方が示されることになる。

　この難しい議論を支えるのは、大学に積み重ねら

れてきた教学 IR のデータであり、ステークホルダー

を加えた外部評価の意見である。この結果によって

は、現在のように大学が個で存在するというよりも、

いくつかの大学が連携し、共通する授業科目を IT 

を活用して分担する一方で、それぞれの大学は、理

念に沿った人間形成に力を注ぐということが現実と

なるかもしれない。

　１８歳人口の減少が顕著で長期にわたることを踏ま

えれば、特に、地方の小・中規模大学では、大学の

在り方に関する議論を深め、それぞれの大学の将来

像を明確に示し、他との差別化を図ることが必要で

ある。そして、全ての教職員がその戦略を共有して、

目標達成に向けた歩みを進めることが不可欠となる。

　現在、大学の設置基準の見直しが始まっている。

これは大学の再編成も視野に入っている。他大学と

の連携や合併を恐れることなく、時代を先取りする

戦略を立て、実行できる大学のみが生き残れる時代

が来ている。

５．お わ り に

　２０２０年は新型コロナ感染症に明け暮れた年であっ

た。大学はその影響をもろに受け、手探り状態での

遠隔教育が実施された。しかし、その経験から、遠

隔教育の在り方や将来に向けた大学教育の将来を考

えることができたのは、不幸中の幸いであった。社

会における経済格差が進む中で、経済格差を教育格

差にしないという決意の実現は、大学人の必須の課

題でもある。IT を活用した教育は、大学の新しい力

とはなる半面、一人ひとりの教員が行ってきた教育

をこれからも同じ形態で続けるのか、社会を巻き込

んでの人間形成をいかに実現するのかなど、大学の

根本的な問題が浮上している。

　つまり、大学はこれまで培ってきた人間を作る力

を、将来社会に合わせながらどのように変えていく

かが問われているのである。これは、将来社会にお

ける大学のあり方及び教員のあり方と連動する。今

後もこれらの課題に関する検討を重ねていく必要が

ある。

　本研究は、人間社会学部の研究倫理委員会の承認

を得て行った（受付番号 F�２）。
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安部直樹・安東由喜雄・木村勝彦

橋本建夫・高橋憲司・陳慶光・東出　朋

ヴィラーグ ヴィクトル・中村尚生

小田和人・藤井俊輔・藤原俊幸

藤木　司・田中啓太郎

担当教員ホスピタリティ概論（AA１０３）授業科目（ナンバリング）

必修必修・選択１年・前期開講年次・時期２単位単位数講義展開方法

アクティブ

ラーニング

の　類　型

授　業　の　ね　ら　い

②⑥⑩⑫

　本学は、「人間尊重」を基本理念に、「ホスピタリティの探求、実現」を教育・研究の基礎とし、ホスピタリティを構
成する能力を身につけ活用できることが、学位授与の方針となっている。本講座は、本学でのあらゆる学びの基本とな
るホスピタリティの意味を理解し、実践的に体現していくことができるようになることをねらいとする。本年度は新型
コロナウイルス感染防止のためにオンライン授業で行う。

評価比率評価手段・方法学生の授業における到達目標
ホスピタリティ

を構成する能力

２５％manaba アンケート
ホスピタリティの具体的なあり方を自らの専攻分野に関連づけて説明するこ
とができる。

専門力

１５％manaba アンケート
ホスピタリティの基本的な精神とそのさまざまな表現について情報を収集し、
分析することができる。

情報収集、分析力

１５％
manaba アンケート

及び質問等

ホスピタリティの精神を社会生活の中で実践し円滑な人間関係を築くために、
担当教員と積極的なコミュニケーションを図ることができる。

コミュニケーション力

１５％manaba アンケート与えられた課題を自らのものとして捉え、解決を試みることができる。協働・課題解決力

３０％manaba アンケート
留学生等の意見を聞き、自己の育ちとの違いを認識するとともに、多くの価
値観を認め、協力できる。

多様性理解力

manaba アンケートの提出での確認出　　　席

１００％合　　　計

評価基準及び評価手段・方法の補足説明

　授業中の参加態度、発表など、授業での積極性、協調性、主体性、などを manaba アンケートの項目への回答で評価

する。この manaba アンケートには授業の概要を聞く項目もあり、それによって、理解度も確認する。各受講生から提

出されたアンケートには、各担当教員がコメントをつけ、授業への参加を常に促す。最終回のアンケートには、授業を振

り返り、自己の将来と絡めての課題もあり、それらを総合的に評価する。アンケートでの質問には毎回真摯に応え、コメ

ントも行う。

授　業　の　概　要

　本授業は、テーマ、内容に応じて、理事長、学長、副学長をはじめとする本学教員および社会で活躍する本学の卒業生

ならびに外部講師の講義により、本学の学びの核となる“ホスピタリティ”の多面的な理解を目指す。ただ、本年度は、

オンライン授業となるため、上述の講話については、録画をして時間割で指定された時間に放映するとともに、you tube 

でのオンデマンド形式にも対応する。受講者は録画を視聴し、manaba で配信されるアンケートの項目に答え、それを返

信することによって授業への参加を証明していく。このアンケートに対して、１２名の担当教員が分担をして目を通し、適

切なコメントをつけて、受講者の受講への意欲を喚起する。また、本来は、学科混成のクラスを編成するが、オンライン

授業を前提に学科別にクラスを編成する。この授業の標準的な１コマあたりの授業外学修時間は、１８０分とする。

教　科　書　・　 参　考　書

教科書：特に指定しない　　参考書：適宜指示する

指定図書：「本物の大人論」外山滋比古（著）海竜社

授業外における学修及び学生に期待すること

・留学生や教職員の話を聞き、自分と異なることへの受容性を高め、幅広い視野を養うこと。

・先輩の職場での話を聞くことによって、自分自身のホスピタリティに基づく行動が全体に与えるプラスの影響について

考える習慣を身につけること。

・授業で学んだことを直ちに実践してみること。
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予習・復習授　業　の　内　容テ　ー　マ回

シラバスを読んでおく

オンライン授業の説明、担当教員の紹介、manaba での授業

の指示、やアンケートの回答方法について説明を行うととも

に、評価方法等の説明も行う。

オリエンテーション１

（予）ディプ ロ マ・ポ

リシーを見ておく

（復）アンケートを提出

大学の役割を説明するとともに、学生一人一人が将来像を描

けるように、長崎国際大学が育てる人物像をディプロマ・ポ

リシーやカリキュラム・ポリシーを活用して具体的に述べる。

さらに、安心して学修に励むことができるような体制を、教

員や職員が一体となって構築していることを紹介し、主体的

な学修への一歩を促す。

長崎国際大学が育成する

学士像（学長）
２

（予）プレゼンテーショ

ンの意味を調べて

おく

（復）アンケートを提出

限られた時間の中で、情報や主張を自分の言葉で聴衆に伝え

ることを目的とするプレゼンテーションの重要性について専

門家から学ぶ。

プレゼンテーションの重

要性（外部講師）
３

（予）ホスピタリティの

意味を調べておく

（復）アンケートを提出

世界史および日本史におけるホスピタリティの起源と変遷を

理解し、現代社会の課題を明らかにする。

ホスピタリティの起源と

文化（木村副学長）
４

（予）国際交流について

考える。

（復）アンケートを提出

する。

国際交流・留学生支援室の劉さんが、留学生の実状と留学先

での葛藤などを紹介するとともに、異文化の理解の重要性を

説く。

国際化とホスピタリティ５

（予）九州文化学園の

ホーム ページ を

見ておく

（復）アンケートを提出

する

安部理事長が、九州文化学園創立の経緯やその発展の歴史を

紹介する。次いで、地域の大学として開設された本学の理念

である「人間尊重」や「ホスピタリティ」を茶道を例にして

具体的に述べ、自校愛の芽生えを図る。

１年生への期待６

（予）自己のキャリアを

考える

（復）アンケートの提出

教職員のＡ班（８名）が自身のキャリアを紹介するとともに、

職場でのホスピタリティの重要性を説く。

教職員のキャリアとホス

ピタリティ�
７

（予）自己のキャリアを

考える

（復）アンケートの提出

教職員のＢ班（８名）が自身のキャリアを紹介するとともに、

職場でのホスピタリティの重要性を説く。

教職員のキャリアとホス

ピタリティ�
８

（予）学内のセンターを

予習する

（復）アンケートの提出

キャンパスライフに欠かせない CH サポートセンターとキャ

リアセンターの役割や学生の活用状況について紹介する。

本学の主要なセンターの

紹介
９

（予）図書館の意味を調

べておく

（復）アンケートの提出

図書館の業務の紹介をするとともに図書館長が読書の重要性

について講話する。

大学における図書館の意

義と役割
１０

（予）ポート フォリ オ

にあるホスピタリ

ティ・ルーブ

リックを調べてお

く

（復）アンケートの提出

ホスピタリティ・ルーブリックに基づき、「ホスピタリティを

構成する５つの能力」について理解し、自己の現状認識をし

た上で行動目標を設定する。

ホスピタリティ・ルーブ

リックの理解と自己認識
１１

学科別の課題とホスピタリティ①１２

学科別の課題とホスピタリティ②１３

学科別の課題とホスピタリティ③１４

学科別のまとめ及びレポート提出１５



（資料２）

第１回目の遠隔教育に関する調査用紙 
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（資料３）

第２回目の遠隔授業に関する調査用紙
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